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平成２８年度昭和大学入学式

が， 去る４月１２日（火）午前１０

時より， 青天のもと新緑がまぶ

しい明治神宮記念館に於いて

厳粛に執り行われました． 今

年度の新入生は， 医・歯・薬・

保健医療学部合わせて， ５８０

名（編入生を含む）で， 会場は

新入生とそのご家族， 昭和大

学教育職員等で二階席まで埋

め尽くされました．  

昭和大学管弦楽団による演奏に引き続き， 小出良

平学長から， 今年が本学前身の専門学校の設立から

８８年目の記念すべき年にあたるので， 全寮制と４学

部８附属病院の環境のなかで医療人として成長するよ

うにとの告辞がありました． 小口勝司理事長からは， 

寮生活を通じて， 至誠一貫の精神である他人への思

いやりと優しさを学んで身につけて欲しいとの祝辞があ

りました． 新入生代表の医学部 林和貴君のリードで， 

新入生ならびに昭和大学関係者全員で昭和大学宣言を唱

和し， 引き続き校歌を斉唱し， 入学式を閉会しました．  

新入生歓迎行事実行委員（医学部 中村君， 歯学部 

志村君）の歓迎の挨拶に引き続き， メディカル・オール

スターズによる歓迎の演奏とアカペラ部による歓迎の

歌が披露され， 出席者一同聞き惚れました． 最後に

恒例の応援指導部による新入生歓迎演武があり熱気

のなか歓迎プログラムを終了しました． 昼前に新入生

はバスに分乗して， 富士吉田校舎に向かいました． 

新入生が， 学友との共同生活を通じて富士吉田校舎で

多くの経験を積んで， 大いに成長することを期待して

います．  

超高齢社会に突入した我が国では， 高齢者医療の

充実は待ったなしです． 本歯学部では長寿健康に貢献

できる資質の高い歯科医師を育成することを目標に掲

げ， 組織の改変や教育改革を進めてきました． 本年

度も本学の最大の特徴であるチーム医療教育の充実を

図り， 高齢者歯科医療教育を一層推進します． 平成２

４年度から文部科学省の事業として， 連携大学ならび

に地域歯科医師会と協同で進めている「IT を活用した

超高齢社会の到来に対応できる歯科医師の養成」プロ

ジェクトは， いよいよ最終年度を迎えます． 今年度は

臨床実習の一貫として， 医学部附属病院内の実習に

加えて， 地域歯科医療実習を必修化で実施します． 

また， 平成２６年度からスタートした岡山大学を主管と

する「課題解決型高度医療人材養成プログラム：健康長

寿社会を担う歯科医学教育改革プロジェクト」， および

本学薬学部が主管の「同プログラム：大学と地域で育て

るホームファーマシスト」への参画を含めて， 高齢者歯

科医療教育ならびに

在宅チーム医療教育

の一層の充実を図り

ます．  

今年度も本歯学部

のさらなる発展にむ

けて， 関係者のご指

導とご協力を賜ります

ようにお願い申し上

げます．  

 
平成２８年度大学院入学式が４月２日（土）に上條講

堂において医歯薬保の４研究科合同で開催されました．

歯学研究科は一般選抜１９名，社会人特別選抜４名の

合計２３名でした．また昨年度に引き続いて今年度も、

学生時代に大学院の単位を取得する「マルチドクター

プログラム」の修了者１名が大学院に入学しました。そ

の後場所を２号館第３講義室に移して、入学者を対象

にオリエンテーションを行い、「マルチドクタープログラ

ム」を今年度から受講する３名の学部学生もオリエンテ

ーションに参加しました。山本松男大学院運営委員長

から、研究を開始するにあたっての心構え、研究倫理

の順守および単位取得における注意事項などの説明

と、井上運営委員からマイク先生による英語の授業の

概要と注意点の説明を受けました．英語の授業は，今

年度から薬学研究科大学院生も含めた１０名程度の混

成のクラス編成で実施することになりました．新入学の

諸君が優れ

た研究を行

って、本学

歯学部の研

究活動を推

進するととも

に歯科医学

の発展に貢

献するよう

願っています．

大学院入学式が挙行されました 
歯学研究科前運営委員長 井上 富雄 

 

巻 頭 言 

歯学部長 宮崎 隆 
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平成２８年度昭和大学歯学部白衣授与式は３月２

５日（金）の午前９時４５分より上條講堂で開催されま

した．本年度は８９名の新５年生が真新しい白衣に袖

を通すことになりました．小口理事長，小出学長のご

臨席を賜り，臨床実習責任者の長谷川教授の司会・

進行のもと授与式が執り行われました．まず，美島教

育委員長の開式の辞により開催が宣言され，校歌斉

唱と進み，宮﨑歯学部長から，本授与式が臨床実習

参加に必要なStudent Doctorとしての認証式として大

切な意味を持つ旨お話しがなされました．その後9名

の臨床系ないし基礎系教員から学生に順次白衣の

授与が行われました．続いて小出学長，槇歯科病院

長，相澤歯科病院看護師長からの暖かな御祝辞を賜

り， 臨床研修を終えた先輩として中井健人先生から

学生へのアドバイスがなされました．次いで，新５年

生の篠田眞保さんの発声に続き，出席者全員が声を

合わせて昭和大学宣言を読み上げました． 最後に，

上條学生部長による閉式の辞のあと閉会となりまし

た．その後，上條講堂前で記念撮影が行われました

が，御父母の方々も多数出席され，学生達は臨床実

習前の1つの区切りとして気持ちを新たにしたことでし

ょう．新５年生の皆さんが積極的に臨床実習に参加し，

歯科医療人として大きく成長していく事を期待してお

ります． 

 
 

 
学校法人昭和大学平成２８年度入職式が，４月１

日の午前１０時から明治神宮会館で開催されました．

明治神宮の杜は，新緑と満開の桜ですがすがしい雰

囲気に包まれていました．本年度採用された新入職

員は，教育職員２３３名，内科研修医２１名，研修医

（医学部）９３名，研修医（歯学部）８０名，事務職員４

９名，看護師・助産師４４２名，薬剤師レジデント３６名，

その他の医療技術系職員４７名の合計１００１名で，

昨年度よりも５０名弱増えました． 

式典は昭和大学管弦楽団の演奏で厳かに開式し

ました．法人役員が登壇し，最初に小口勝司理事長

から「本学は社会に貢献するすぐれた医療人を育成

する大学なので，全ての新入職員が職種を問わず医

療人として，医療を通じて社会に貢献するとともに，

学生や後進の教育にも責任を持って欲しい」と訓示

がありました．引き続き小出良平学長から，本大学の

歴史と特徴が紹介され，至誠一貫と昭和大学宣言を

常に念頭において勤務するようにとの挨拶がありまし

た．小口理事長から新入職員代表の田中花純さん

（看護師）に辞令が交付され，田中さんが新入職員宣

誓をしました．大塚凌さん（事務職員）のリードで参列

者全員が昭和大学宣言を唱和し，引き続き校歌を斉

唱しました．今年度はグリークラブによる新入職員へ

の送る歌と，久光医学部長が率いる多職種連携ジャ

ズサークル スウィングラボ２０１１の演奏があり，会

場内が和やかな雰囲気につつまれたなか，１１時に

閉会しました． 

その後，昭和大学の名前が入った入職記念のタオ

ルを手元で拡げながら記念撮影をしました．入職式

終了後には，人権啓発推進課の山口課長の人権啓

発に関する講演があ

りました． 

新入職員におかれ

ましては，それぞれ

の職場で，同僚・上司

の指導のもと，本学の

発展のために鋭意努

力されますようにお願

い申し上げます． 

 

 
４月１日に実践研修「～選ばれる秘訣～」が ANA ビ

ジネスソリューション：矢吹桂先生を講師にお招きして

開催されました．知識や技能を教育することは当然です

が，立派な社会人を育てることも重要と考え，５年前か

ら開始しています．昨年度も非常に好評であり，本学の

卒業生の高い評価の一因と自負しています。相互実習

や講演であっという間の２時間で，学生たちは目を輝か

せて受講しました。講演終了後も，学生が個別に質問し，

丁寧にご回答頂きました。この後，各学生は，指導担任

にメールでアポを取り，模擬面接を行う予定です。本学

卒業生の評判が学力だけではなく，社会人としてもさら

に高まってくれることを期待しています． 
 

 

Ｄ６実践研修が実施されました 
     歯学部就職支援委員会 佐藤 裕二 

昭和大学入職式が行われました  
歯学部長 宮崎 隆 

 
 

白衣授与式 進級式が行われました 
教育委員長 美島 健二 
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去る４月６日（水）午後６時から，旗の台校舎１号館

５階カンファレンスルームにおいて，平成２８年度至

誠塾の入塾式が開催されました．今年の新入塾生は

８回生で，教育職員，事務職員，および看護師ほか

の多様な医療職に従事している１５名の新入塾生を

迎えました．歯学部関係では，歯周病学講座の滝口 

尚講師と，富士吉田教育部の前田昌子講師が入塾し

ました． 

至誠塾は小口勝司理事長の発案で，将来の学校

法人のリーダー育成のために設置されました．２年間

のコースで，１年目は学務，病院，法人の管理運営

全般に亘り，毎週水曜日に講義とグループ討論を通

じて，塾長の小口理事長，ならびに副塾長（小出学長

ほか）の先生がたから直接指導を受けます．２年目は

各自の研究テーマを決めて１年間でプロダクトをまと

めます．すでに多くの修了生が本学の各職場で活躍

しています． 

入塾式終了後，会場を喫茶アミに移し，２年生に在

籍の７回生を交えて歓迎会を開催し，懇親を深めまし

た．毎週水曜日の夜に，日常業務のあとに慣れない

テーマを学習するのは大変ですが，最後まで頑張っ

て欲しいと思います． 
 

 
 

 
昭和大学第３４期生加藤善

郎といいます，この度は上條旗

ヶ丘賞をいただくことができ，大

変光栄に思います． 

私は昭和大学歯学部に入学

してからの六年間馬術部に在

籍していました．馬術部は金曜

日の夜から山梨県の富士吉田

にある馬場に行き，土日に活

動しています．現在自馬は５頭

おり，部員も２０名を超える大所帯となってきました． 

よく大変な部活だよね，と言われますが，慣れてく

るとそうでもありません．時間をうまく作るためのスキ

ルが身につくと思っています．この経験が国試合格へ

つながったと思います． 

６年次の国家試験合格にむけて，うまくいかなかっ

たときにどう軌道修正するのか，本当にこのままでい

いのか思い悩んだ時に部活での経験が大変役に立

ちました． 

勉強面は不安を抱えていましたが，困ったときには

相談に乗ってくださる部活の先輩も多く，部活をして

いてよかったなと感じました．また，気分転換に馬に

乗ってリフレッシュすることもできました．このように，

馬術部のおかげでメリハリのある６年間になり，上條

旗ヶ丘賞を受賞することができました． 

これからは昭和大学歯学部卒業生として日々精進

しますので，ご指導，ご鞭撻のほどよろしくお願いい

たします． 

 

 
今年４月から前任の桑田啓貴

教授にかわり，富士吉田教育部

兼任教育教員に就任いたしまし

た．早速４月８日には富士吉田

教授総会があり出席させていた

だきました．２年前に PBL のチュ

ーターで富士吉田に行きました

が，今回周囲環境や昭和大学の

建物も少しずつ変わってきており，時間が流れている

ことを感じました．私が大学１年生を過ごした頃（ずい

ぶん前になりますが）とは全く変わっており，なかなか

新鮮な気持ちでした．教授総会のあと歓迎会に参加

させていただき，１年生に対する教員たちの follow up

の細かさや授業に関すること，生活面での気遣いな

ど，富士吉田の教員の熱心さに大変関心いたしまし

た． 

今回，入学式や入寮式に参加することができませ

んでしたが，この１年間で学生さんと交流できることを

期待しています． 

これから歯学部教育職員の代表の一人として，富

士吉田での教育にさらに良い方向へ進めていけるよ

う携わってまいりたいと思っていますので，何卒よろし

くお願い申し上げます． 
 

 

富士吉田教育部兼務教育職員に就任

しました 
口腔病理学講座 河野 葉子 

上條旗ヶ岡賞を受賞しました 

昭和大学研修医 加藤 善郎 

至誠塾入塾式が開催されました 
 歯学部長 宮崎 隆 
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今回幸運にも，歯科医師としては初めて，平成２７

年度昭和大学マダガスカル口唇口蓋裂医療協力活

動に参加する大変貴重な機会を与えていただきまし

た． 

 口唇口蓋裂は，最も発生頻度の高い先天性疾患の

一つで，主に審美障害，言語障害，咬合異常を呈す

ることから，集学的なチーム医療が必須であり，治療

に携わる診療科は多岐にわたります．  

 マダガスカル共和国の国内総生産は，日本の約  

１/８４で，国民の約９０％が１日２００円以下での生活

を余儀なくされています．そうした中で，歯科治療費

は非常に高額です．治療費としては抜歯処置が一番

安く，基本的に1回の処置で終了するため，最終的に

困ったら抜歯をしてもらうということが一般的の様です．

日本でいう国民皆保険制度が確立されていないこと

が，十分な歯科医療をうけることができない最大の理

由と考えます．また，歯を磨く習慣がない人も多く，口

腔衛生状態が極めて不良な患者が多く見られまし

た． 

 本活動は，手術が主な活動目的ですが，今後，プロ

ジェクトをより発展させていくためには，我々，歯科医

師の知識や経験が必須であると感じました． 

 末筆ではございますが，今回大変貴重な経験をさ

せていただく機会を与えていただきました曽野綾子先

生をはじめ，笹川記念保健協力財団の関係者の皆

様，昭和大学の関係者の皆様やサポートしていただ

きました皆様に，改めて深く感謝を申し上げます． 
 

 
 

 
 

５月２９日（日）：学祖祭 

６月 ４日（土）：富士吉田体育祭 

６月 ５日（日）：富士吉田オープンキャンパス 

６月１１日（土）：父兄会総会 

 
第５回昭和大学マダガスカル口唇口蓋裂医療協力

に平成２８年２月８日～２月２３日まで歯学部生代表

として参加させて頂きました．高校まで海外で生活し

ていたこともありますが，それとは違い医療協力とい

う立場で経験したいと思い応募しました． 

私たちの活動拠点は第３の都市であるアンチラベ

市にあるアベマリア病院で１０泊お世話になりました．

学生の活動内容は手術介助から現地の人々との交

流と幅広く，その中でも現地の歯科見学では日本の

歯科医療の現状と異なる部分が多かったです．例え

ば，マダガスカルの人々は歯磨きをする習慣があり

ません．一部の人は，木の枝を岩に叩き付けて繊維

状にし，もう片方の末端をナイフで削り爪楊枝状にし

て使っています．又，炭や塩を歯磨き粉の代わりに使

用している人もいるそうです．実際に接した子供達も

保護者も「歯磨き」という行為は知っているものの，な

ぜ必要なのか，いつ行うのか，などの知識はありませ

んでした．その結果口腔衛生状況は非常に悪く，抜

歯する事が多いのが現状です．この経験から私は将

来歯を治すだけでなく，患者を変えることができる歯

科医師になりたいという目標を見つけることが出来ま

した．学生時代にこの貴重な体験をさせて頂けた事

を心から感謝しています． 
 

 
 

 
 

茶谷昌宏助教（歯科薬理学講座） 

江並沙羅助教（歯科病院：口腔ケアセンター） 
 
 

 
 

年度始めのお忙しい時期にも関わらず，ご寄稿下

さいました諸先生方には，この場をお借りして厚く御

礼申し上げます． 

マダガスカル口唇口蓋裂医療協力に

参加しました 

歯学部６年 丸山 恵莉 

昇任・採用      広報委員長 中村 雅典 

行事予定      広報委員長 中村 雅典 

マダガスカル口唇口蓋裂医療協力に

参加しました 

歯科矯正学講座 高橋 正皓 

編集後記    歯科薬理学講座 坂井 信裕 


